
(57)【要約】

【課題】巻線済のコイルの挿入又は巻線が容易な構造を

備え、且つ用途に応じて磁極部を形成可能な電磁アクチ

ュエータ及びその製造方法を提供する。

【解決手段】

　電磁アクチュエータ８におけるステータ１のＵ字状の

磁心部１１と一対の磁極部１２とを別個に形成し、Ｕ字

状の磁心部１１の腕状部１１ａ，１１ａにそれぞれ巻線

済のコイル１３を挿入、又はコイルを巻き付けた後、Ｕ

字状の磁心部１１の腕状部１１ａ，１１ａの両端面と一

対の磁極部１２とをそれぞれ接合させる。磁極部１２に

形成された曲面がマグネットロータ５の着磁された外周

面と対向するように、ステータ１およびマグネットロー

タ５をハウジング内に固定する。

【選択図】図２

JP 2005-287139 A 2005.10.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ に お い て 、
　 前 記 ス テ ー タ は 、 腕 状 部 に そ れ ぞ れ 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が 挿 入 さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が 巻
き 付 け ら れ た Ｕ 字 状 部 を 備 え 、
　 前 記 一 対 の 磁 極 部 が 、 前 記 Ｕ 字 状 部 の 腕 状 部 の 両 端 面 に そ れ ぞ れ 接 合 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ に お い て 、
　 前 記 ス テ ー タ は 、
　 前 記 一 対 の 磁 極 部 そ れ ぞ れ と 一 体 に 形 成 さ れ る と と も に 、 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が そ れ ぞ
れ 挿 入 さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が そ れ ぞ れ 巻 き 付 け ら れ た 一 対 の 腕 部 と 、
　 前 記 一 対 の 腕 部 を 連 結 し て 接 合 す る 連 結 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 ア ク チ ュ エ
ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 前 記 ス テ ー タ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 磁 ア ク チ ュ エ
ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 Ｕ 字 状 部 の 腕 状 部 に そ れ ぞ れ 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が 挿 入 さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が 巻 き 付 け
ら れ る 工 程 と 、
　 前 記 Ｕ 字 状 の 腕 状 部 の 両 端 面 に 前 記 一 対 の 磁 極 部 を そ れ ぞ れ 接 合 さ せ て 、 前 記 ス テ ー タ
を 製 造 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 磁 極 部 と 一 体 に 形 成 さ れ た 一 対 の 腕 部 に そ れ ぞ れ 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が 挿 入
さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が 巻 き 付 け ら れ る 工 程 と 、
　 前 記 一 対 の 腕 部 間 と 連 結 部 と を 接 合 さ せ 、 連 結 さ せ て 、 前 記 ス テ ー タ を 製 造 す る 工 程 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 連 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ に お け る ス テ ー タ の 磁 心 部 に コ イ ル を 取 り 付 け る 際 、 特 に 小
型 の 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の 場 合 、 巻 線 済 の コ イ ル は 、 磁 極 部 を 通 じ て 磁 心 部 へ 挿 入 す る と
い う 方 法 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 方 法 に お い て 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス テ ー タ １ ０
１ の 磁 極 部 １ １ ２ は 、 コ イ ル １ ０ ３ が 挿 入 可 能 な 程 度 、 磁 心 部 １ １ １ よ り 厚 み 及 び 幅 が 同
一 又 は 小 さ く 成 形 さ れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ６ ２ ５ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の 技 術 に お い て 、 磁 極 部 は コ イ ル を 挿 入 可 能 な 形 状 、 大 き さ に 限 定 さ れ 、 用 途 に 応
じ た 形 状 に 構 成 で き な い 、 又 は 磁 極 部 の 周 囲 に デ ッ ド ス ペ ー ス が 生 じ 、 小 型 化 を 図 り に く
い 等 の 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 巻 線 済 の コ イ ル の 挿 入 又 は コ イ ル の
巻 線 が 容 易 な ス テ ー タ を 備 え 、 且 つ 用 途 に 応 じ て ス テ ー タ の 磁 極 部 を 形 成 可 能 な 電 磁 ア ク
チ ュ エ ー タ 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 回 動 自 在
に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る 一 対 の 磁 極
部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ に お い て
、
　 前 記 ス テ ー タ は 、 腕 状 部 に そ れ ぞ れ 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が 挿 入 さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が 巻
き 付 け ら れ た Ｕ 字 状 部 を 備 え 、
　 前 記 一 対 の 磁 極 部 が 、 前 記 Ｕ 字 状 部 の 腕 状 部 の 両 端 面 に そ れ ぞ れ 接 合 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ は 、
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ に お い て 、
　 前 記 ス テ ー タ は 、
　 前 記 一 対 の 磁 極 部 そ れ ぞ れ と 一 体 に 形 成 さ れ る と と も に 、 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が そ れ ぞ
れ 挿 入 さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が そ れ ぞ れ 巻 き 付 け ら れ た 一 対 の 腕 部 と 、
　 前 記 一 対 の 腕 部 を 連 結 し て 接 合 す る 連 結 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 複 数 の 前 記 ス テ ー タ を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の 製 造 方 法 は
、
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 Ｕ 字 状 部 の 腕 状 部 に そ れ ぞ れ 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が 挿 入 さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が 巻 き 付 け
ら れ る 工 程 と 、
　 前 記 Ｕ 字 状 の 腕 状 部 の 両 端 面 に 前 記 一 対 の 磁 極 部 を そ れ ぞ れ 接 合 さ せ て 、 前 記 ス テ ー タ
を 製 造 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 ４ の 観 点 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の 製 造 方 法 は
、
　 回 動 自 在 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 外 周 面 に 対 向 す る
一 対 の 磁 極 部 を 有 す る と と も に コ イ ル が 巻 回 さ れ た ス テ ー タ と を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー
タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 磁 極 部 と 一 体 に 形 成 さ れ た 一 対 の 腕 部 に そ れ ぞ れ 巻 線 済 の 前 記 コ イ ル が 挿 入
さ れ 又 は 前 記 コ イ ル が 巻 き 付 け ら れ る 工 程 と 、
　 前 記 一 対 の 腕 部 間 と 連 結 部 と を 接 合 さ せ 、 連 結 さ せ て 前 記 ス テ ー タ を 製 造 す る 工 程 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 巻 線 済 の コ イ ル の 挿 入 又 は コ イ ル の 巻 線 が 容 易 な ス テ ー タ を 備 え 、 且
つ ス テ ー タ の 磁 極 部 を 利 用 目 的 に 応 じ て 形 成 可 能 な 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ 及 び そ の 製 造 方 法
が 実 現 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ に 関 し て 図 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ に お け る ス テ ー タ １ の 構
成 要 素 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ス テ ー タ １ は 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ と 、 一 対 の 磁 極 部 １ ２ と 、 コ イ
ル １ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ は 、 Ｕ 字 の 形 状 で あ り 、 例 え ば 、 断 面 が 方 形 に 成 形 さ れ た ワ イ ヤ 状
の パ ー マ ロ イ 、 パ ー メ ン ジ ュ ー ル 等 の 磁 性 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。
　 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ に は 、 腕 状 部 １ １ ａ ， １ １ ａ に 巻 線 済 の コ イ ル １ ３ が そ れ ぞ れ 挿 入
さ れ る 。 又 は 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 腕 状 部 １ １ ａ ， １ １ ａ そ れ ぞ れ に 、 例 え ば フ ラ イ ヤ
ー 式 巻 線 機 で 直 に コ イ ル を 巻 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 対 の 磁 極 部 １ ２ は 、 例 え ば パ ー マ ロ イ 、 パ ー メ ン ジ ュ ー ル 等 の 磁 性 材 料 を プ レ ス す る
こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 一 対 の 磁 極 部 １ ２ は 、 後 述 す る 図 ２ に お け る マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５
の 外 周 面 と の 対 向 面 が マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ の 外 周 面 に 沿 う よ う な 曲 面 で そ れ ぞ れ 形 成 さ れ
、 磁 極 と し て 機 能 す る 。
　 一 対 の 磁 極 部 １ ２ は 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ よ り も 厚 み 及 び 幅 が 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 ス テ ー タ １ を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ ８ を 示 す 図 で あ る 。
　 ま ず 、 図 １ に 示 す ス テ ー タ １ の Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 腕 状 部 １ １ ａ ， １ １ ａ に 、 そ れ ぞ
れ 巻 線 済 の コ イ ル １ ３ を 挿 入 す る 。 こ の 際 、 コ イ ル １ ３ は 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 湾 曲 し
た 部 分 か ら 、 磁 極 部 １ ２ の 底 面 が 接 合 さ れ る 端 ま で と 同 じ 高 さ を 有 す る 。
　 又 は 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 腕 状 部 １ １ ａ ， １ １ ａ に 、 そ れ ぞ れ 巻 線 機 な ど で コ イ ル を
巻 き 付 け て も よ い 。 こ の 際 、 コ イ ル は Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 湾 曲 し た 部 分 か ら 、 磁 極 部 １
２ の 底 面 が 接 合 さ れ る 端 ま で 巻 か れ る 。
　 次 に 、 二 つ の 磁 極 部 １ ２ の 底 面 と 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 腕 状 部 １ １ ａ ， １ １ ａ の 上 面
（ 両 端 面 ） と を 例 え ば 超 音 波 金 属 接 合 に よ り 、 固 相 接 合 さ せ る 。 そ し て 、 こ の ス テ ー タ １
は 、 図 示 し な い ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 さ れ 、 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ の 回 転 軸 ６ は ハ ウ ジ ン グ 内
に 軸 支 さ れ る 。 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ は 回 転 軸 ６ を 中 心 に し て 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ る 。 磁 極
部 １ ２ に 形 成 さ れ た 曲 面 が マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ の 着 磁 さ れ た 外 周 面 と 対 向 す る よ う に 、 ス
テ ー タ １ お よ び マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ は ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ ８ で は 、 コ イ ル １ ３ を 励 磁 し て 磁 極 部 １ ２ を 磁 化 す る と 、 二 つ
の 磁 極 部 １ ２ 間 の 磁 力 に よ り 発 生 す る 回 転 ト ル ク に よ っ て 、 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ は 回 転 軸
６ を 中 心 に し て 回 動 運 動 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 ス テ ー タ １ の ヨ ー ク を Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ と 二 つ の 磁 極
部 １ ２ と に 分 割 し 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ の 腕 状 部 １ １ ａ ， １ １ ａ に コ イ ル １ ３ を 取 り 付 け
て か ら Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ と 二 つ の 磁 極 部 １ ２ と を 接 合 す る 構 成 を 採 る こ と に よ っ て 、 ス
テ ー タ １ へ の コ イ ル の 挿 入 又 は 巻 き 付 け が 容 易 に な り 、 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ ８ の 製 造 が 容
易 に な る 。
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　 ま た 、 磁 極 を 構 成 す る 磁 極 部 １ ２ を コ イ ル １ ３ の 取 り 付 け と は 無 関 係 に 大 き く す る こ と
が で き る の で 、 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ５ の 回 転 ト ル ク を 高 く す る こ と が で き る と と も に 、 磁 極
部 １ ２ の 周 囲 の デ ッ ド ス ペ ー ス を 削 減 す る こ と も 可 能 と な る 。
　 ま た 、 磁 極 部 １ ２ の 形 状 の 自 由 度 が 高 ま る こ と か ら 、 磁 極 に 用 途 に 応 じ た 特 性 を 持 た せ
る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の ス テ ー タ ２ の 構 成 要 素
を 示 す 図 で あ る 。
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 点 は 、 コ イ ル が 挿 入 さ れ る 、 又 は コ イ ル が 巻 き 付 け ら れ る 磁
心 部 材 が 、 磁 極 部 材 と 一 体 に 成 形 さ れ て い る 点 で あ る 。
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 を 採 る 部 分 に 関 す る 詳 細 な 説 明 は 同 一 の 符 号 を 付 し て 省
略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス テ ー タ ２ は 、 一 対 の 腕 部 ２ １ と 、 一 対 の 磁 極 部 ２ ２ と 、 連 結 部 ２
３ と 、 コ イ ル １ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 対 の 腕 部 ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 一 対 の 磁 極 部 ２ ２ の 底 面 に 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 一 対 の
腕 部 ２ １ に は 、 巻 線 済 の コ イ ル １ ３ が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ る 。 又 は 、 巻 線 機 な ど を 用 い て 、
そ れ ぞ れ に 直 に コ イ ル を 巻 き 付 け て も よ い 。 一 対 の 磁 極 部 ２ ２ は 、 磁 極 と し て 機 能 す る 。
　 一 対 の 腕 部 ２ １ お よ び 一 対 の 磁 極 部 ２ ２ は 、 例 え ば パ ー マ ロ イ 、 パ ー メ ン ジ ュ ー ル 等 の
磁 性 材 料 を プ レ ス す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 連 結 部 ２ ３ は 、 一 対 の 磁 極 部 ２ ２ を 連 結 し て 接 合 す る も の で あ る 。 連 結 部 ２ ３ は 、 例 え
ば 、 断 面 が 方 形 に 成 形 さ れ た ワ イ ヤ 状 の パ ー マ ロ イ 、 パ ー メ ン ジ ュ ー ル 等 の 磁 性 材 料 か ら
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ー タ ２ を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ ９ を 示 す 図 で
あ る 。
　 ま ず 、 図 ３ に 示 す 一 対 の 腕 部 ２ １ に 、 そ れ ぞ れ コ イ ル １ ３ を 挿 入 す る 。 巻 線 済 の コ イ ル
１ ３ は 、 磁 極 部 ２ ２ の 底 面 か ら 腕 部 ２ １ の 端 ま で 同 じ 高 さ を 有 す る 。
　 又 は 、 そ れ ぞ れ の 腕 部 ２ １ に 直 に 巻 線 機 な ど で コ イ ル を 巻 き 付 け て も よ い 。 こ の 際 、 コ
イ ル は 磁 極 部 ２ ２ の 底 面 か ら 、 腕 部 ２ １ の 端 ま で 巻 か れ る 。
　 次 に 、 二 つ の 腕 部 ２ １ の そ れ ぞ れ の 底 面 と 、 連 結 部 ２ ３ の 上 面 の 両 端 部 分 と を 例 え ば 超
音 波 金 属 接 合 に よ り 、 固 相 接 合 さ せ る 。 そ し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に し て 電 磁 ア ク
チ ュ エ ー タ ９ を 作 製 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 ス テ ー タ ２ の ヨ ー ク を 、 一 体 に 形 成 さ れ た 一 対 の 腕 部 ２
１ お よ び 磁 極 部 ２ ２ と 連 結 部 ２ ３ と に 分 割 し 、 一 対 の 腕 部 ２ １ に コ イ ル １ ３ を 取 り 付 け て
か ら 腕 部 ２ １ と 連 結 部 ２ ３ と を 接 合 す る 構 成 を 採 る こ と に よ っ て ス テ ー タ ２ へ の コ イ ル １
３ の 挿 入 等 が 容 易 に な り 、 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ ９ の 製 造 が 容 易 に な る 等 、 第 １ の 実 施 の 形
態 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 、 実 施 の 形 態 を 挙 げ て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 各 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 種 々 変 形 、 修 正 、 及 び 応 用 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 上 記 各 実 施 形 態 で は 、
一 つ の 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ に 一 つ の ス テ ー タ を 備 え た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 一 つ の 電 磁
ア ク チ ュ エ ー タ に 複 数 の ス テ ー タ を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 Ｕ 字 状 の 磁 心 部 １ １ と 磁 極 部 １ ２ と の 結 合 や 、 腕 部 ２ １
と 連 結 部 ２ ３ と の 結 合 に お い て 、 超 音 波 金 属 接 合 に よ る 固 相 接 合 を 用 い る 例 に つ い て 説 明
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し た が 、 固 相 接 合 の 方 法 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 摩 擦 攪 拌 接 合 法 、 摩 擦 圧 接 法 、 拡 散 接 合
法 等 を 用 い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ー タ の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ス テ ー タ を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ー タ の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た ス テ ー タ を 備 え た 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 に お け る 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ， ２ 　 ス テ ー タ
　 １ ３ 　 コ イ ル
　 ５ 　 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ
　 ６ 　 回 転 軸
　 ８ ， ９ 　 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ
　 １ １ 　 Ｕ 字 状 の 磁 心 部
　 １ １ ａ 　 腕 状 部
　 １ ２ ， ２ ２ 　 磁 極 部
　 ２ １ 　 腕 部
　 ２ ３ 　 連 結 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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